
期間中のイベントなど
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藤倉英幸 Hideyuki Fujikura
1948年、北海道岩内町生まれ。印刷会社などを経て、74年にイラストレーター
として独立し、ポスター、パッケージ、書籍などのデザインを幅広く手がける。
80年代に入ると、北海道の風景や人々の生活に目を向けた切り絵作品を発表。
80年代後半からは手法を洋紙による貼り絵にかえて、以降、北海道内の風景
画制作をライフワークとする。その作品は、92年から今日までJR北海道車
内誌「THE JR Hokkaido」の表紙を飾るほか、個展などを通して発表。10年
には道立帯広美術館など道内美術館4館で巡回展が開催され、好評を博した。
著書に『北を旅する人へ』(93年)、『はり絵で描く風景たち』(04年)などがあるほか、
13年には画集『静かな風を聴きながら』が刊行。最近では本州各地にも取材を
行っており、今後の新たな活動が期待される。
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表
紙
画
を

20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
担
当
す
る
ほ
か
、
六
花
亭
な
ど
の
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
も
作
品
が
用
い
ら
れ
、そ
の
画
風
が
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
る
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
・
藤
倉
英
幸
。
藤
倉
は
1
9
8
0
年
代
後
半
か
ら
、
北
海
道
の
風
景

が
持
つ
四
季
折
々
の
魅
力
や
空
気
感
を
、
洋
紙
を
用
い
た
貼
り
絵
作
品
で

情
感
豊
か
に
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
作
品
か
ら
は
、
北
海
道
の
自
然

や
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の「
匂
い
」や
「
温
も
り
」が
感
じ
ら
れ
、
見
る
者

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

65
歳
を
前
に
し
た
こ
の
数
年
間
、
藤
倉
は
こ
れ
ま
で
の
画
業
の
集
大
成

と
し
て
、
北
海
道
内
の
63
景
を
厳
選
し
、
作
品
制
作
に
力
を
傾
け
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、そ
の
取
り
組
み
は
、
最
新
画
集
『
静
か
な
風
を
聴
き
な
が
ら
』と

し
て
、こ
の
ほ
ど
結
実
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
画
集
に
掲
載
さ
れ
た
道
内
63
景
の
原
画
を
、ニ
セ
コ
町
・
有
島

記
念
館
に
39
点
、
倶
知
安
町
・
小
川
原
脩
記
念
美
術
館
に
24
点
と
分
け
て

展
示
し
、
羊
蹄
山
ろ
く
に
隣
接
し
て
い
る
両
館
を
同
時
に
巡
る
こ
と
で
、
画
集

掲
載
全
作
品
の
原
画
が
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、ニ
セ
コ

会
場
で
は
画
集
掲
載
作
品
の
ほ
か
、
羊
蹄
山
ろ
く
周
辺
を
描
い
た
貼
り
絵

作
品
や
ス
ケ
ッ
チ
、「
T
H
E 

J
R 

H
o
k
k
a
i
d
o
」
表
紙
原
画
な
ど

も
紹
介
し
、
藤
倉
の
画
業
を
た
ど
り
ま
す
。

　

き
っ
と
、そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
は
、
北
海
道
の
大
地
を
渡
る
「
静
か
な
風
」

が
肌
に
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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検　索有島記念館

有島記念館
〒048-1531　北海道虻田郡ニセコ町字有島57番地
TEL.0136-44-3245　FAX.0136-55-8484
ホームページは、

検　索小川原脩記念美術館

小川原脩記念美術館
〒044-0006　北海道虻田郡倶知安町北6条東7丁目-1
TEL.0136-21-4141　FAX.0136-21-4142
ホームページは、

お問い合わせ先

【各館への交通アクセス】
●有島記念館
自家用車：札幌、新千歳空港より自家用車で約2時間
（駐車場：自家用車用約30台・大型バス用約15台）
JR：ニセコ駅より徒歩約30分(約2.5km)、タクシー 5分
バス：道南バス[倶知安駅発]「有島記念館前」下車徒歩5分
●小川原脩記念美術館
自家用車：札幌新千歳空港より約2時間
（駐車場：自家用車用約30台・大型バス4台）
ＪＲ：倶知安駅より徒歩約30分、タクシー10分
※両会場間は車で約20分です。

●常設展
　「小川原脩 自伝風な展覧会－〈わがふるさと倶知安〉」
　会期：2013年11月28日㈭～2014年4月13日㈰
●普及事業
　「2013クリスマスキッズコンサート」
　倶知安町内各音楽教室の児童・生徒、各小学校の
　児童たちによる合唱と楽器演奏
　開催日：2013年12月23日（月·祝）　午後5時30分開演

●企画展示
　大崎和男鉄道写真展「峠」
　会期：2013年10月5日㈯～2014年2月2日㈰
●普及事業
　「朗読と音楽の調べ」
　開催日：2014年1月11日㈯
　演者：田村英一(ＨＢＣアナウンサー )
 明楽みゆき(チェンバロ奏者)

●「藤倉英幸さんと語ろう－静かな風を聴きながら－」
日時：2013年12月7日㈯　午後6時開始
講師：藤倉英幸(イラストレーター )
 矢吹俊男(小川原脩記念美術館学芸員)
料金：観覧料のみ

●ギャラリートーク「作家と巡る北海道風景」
日時：2013年12月7日㈯　午後2時開始
講師：藤倉英幸(イラストレーター )、
聞き手：伊藤大介(有島記念館学芸員)
料金：観覧料のみ

 《雪の終着駅》2012年 （倶知安展） 《阿寒に朝が来る》2012年 （ニセコ展） 《春風の通り道》2012年 （ニセコ展）

 《春浅い漁村》部分、2012年 （ニセコ展）

有島記念館 小川原脩記念美術館

※開催日及び開催内容は予告なく変更になる場合があります。ご来館前に、各館へお電話にて最新の情報をご確認ください。


